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２０２３年度
      ね ん ど

定期
て い き

総会
そうかい

を６月
  がつ

２４日
    にち

（土
ど

）１０時
  じ

～平山
ひらやま

台
だい

健康
けんこう

市民
し み ん

支援
し え ん

センターで開催
かいさい

しました。 

事業
じぎょう

報告
ほうこく

・決算
けっさん

報告
ほうこく

・監査
か ん さ

報告
ほうこく

・事業
じぎょう

計画
けいかく

・活動
かつどう

計画
けいかく

 返済
へんさい

原資
げ ん し

及び
およ  

返済
へんさい

計画
けいかく

・新生
しんせい

エンプロジェクトについて、

議決
ぎ け つ

事項
じ こ う

はすべて承認
しょうにん

されました。今期
こ ん き

決算
けっさん

では、△7,750,225 円（21年度
ね ん ど

のスターショップス廃止
は い し

に伴う
ともな  

固定
こ て い

資産
し さ ん

の除却
じょきゃく

を含む
ふく  

）の赤字
あ か じ

となりました。 
 

今
いま

の最重要
さいじゅうよう

課題
か だ い

は、やまぼうしの次
じ

世代
せ だ い

への事業
じぎょう

の引き継ぎ
ひ  つ  

です。次
つぎ

の世代
せ だ い

が持続
じ ぞ く

可能
か の う

な法人
ほうじん

を維持
い じ

し続けられる
 つ づ      

ように、エンプロの育成
いくせい

に力
ちから

を注ぎます
そそ      

。同時
ど う じ

に、共生
きょうせい

事業
じぎょう

として全国的
ぜんこくてき

に注目
ちゅうもく

されてきた平山
ひらやま

台
だい

からの撤退
てったい

が

必要
ひつよう

となり、関係
かんけい

機関
き か ん

や団体
だんたい

と柔軟
じゅうなん

に連携
れんけい

して、新
あら

たな将来
しょうらい

のビジョンを作る
つく  

ことが急務
きゅうむ

になっています。 
 

中長期的
ちゅうちょうきてき

な事業
じぎょう

計画
けいかく

では、地域
ち い き

連携
れんけい

のモデルを作り
つく  

、

ミレットロードをはじめとする協 力
きょうりょく

団体
だんたい

との事業
じぎょう

提携
ていけい

を増やして
ふ    

いくという方針
ほうしん

が示されました
しめ          

。やまぼうし

は大きな
おお    

転換点
てんかんてん

を迎えて
むか    

おり、社会
しゃかい

の変化
へ ん か

に適応
てきおう

して

進んで
すす    

いく法人
ほうじん

であり続ける
   つづ    

ことが期待
き た い

されています。 
 

2023年度
ね ん ど

の法人
ほうじん

役員
やくいん

・正会員
せいかいいん

 

理事長
りじちょう

 ：伊藤
いとう

 勲
いさお

 副理事長
ふくりじちょう

：草場
くさば

清則
きよのり

 

理事
り じ

 ：春口明郎
はるぐちあきお

 藤野
ふじの

達也
たつや

 和光
わこう

花子
はなこ

 鴨田裕之
かもだひろゆき

 菊池
きくち

益生
ますお

  監事
かんじ

：矢
や

﨑
ざき

 功
いさお

 

正会員
せいかいいん

 ：都倉
とくら

高久
たかひさ

 河合
かわい

琢磨
たくま

 増島
ますじま

恭子
きょうこ

 

今後
こ ん ご

ともどうぞお力添え
  ちからぞ  

をお願い
 ね が  

します。 

 

異常
いじょう

気象
きしょう

と SDGs の中
なか

で 

持続
じ ぞ く

可能
か の う

な未来
み ら い

を目指す
め ざ  

 やまぼうし 
 

今年
こ と し

の７月
７ が つ

の暑さ
あ つ さ

は異常
いじょう

でしたね。このペースでいくと８月
８ が つ

の最高
さいこう

気温
き お ん

は何度
な ん ど

になってしまうのでしょう

か。地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

の影響
えいきょう

と言われて
い わ れ て

いますが世界
せ か い

各地
か く ち

で異常
いじょう

気象
きしょう

が発生
はっせい

しています。日本
に ほ ん

でも「１０年
    ねん

に一度
い ち ど

の

○○」というフレーズがよく使われて
つか      

いるように、これまでにないような異常
いじょう

気象
きしょう

が頻発
ひんぱつ

しています。 
 

 「SDGｓ」（ｴｽﾃﾞｨｰｼﾞｰｽﾞ）という言葉
こ と ば

を一度
い ち ど

は耳
みみ

にしたことがあると思います
おも      

が、改めて
あらた    

この言葉
こ と ば

の意味
い み

を

確認
かくにん

してみました。教育
きょういく

課程
か て い

でも教えられて
おし        

いる内容
ないよう

ですので、「何
なん

だったかな？」という方
かた

がいらっしゃった

ら一緒
いっしょ

に確認
かくにん

していきましょう。   

池上
いけがみ

彰
あきら

さんは子ども
こ   

たちに対して
たい    

下記
か き

のように説明
せつめい

されています。 
 

「『ＳＤＧｓ』というのは、世界
せ か い

を変える
か  

ための17
１７

の目標
もくひょう

です。世界
せ か い

の国々
くにぐに

は、さまざまなことで意見
い け ん

が対立
たいりつ

していますが、『同じ
お な  

地球
ちきゅう

に住む
す  

以上
いじょう

、これだけは一緒
いっしょ

に取り組
と  く

んでいきましょう』と決
き

めたものなんですね。 

やまぼうし通信

認定
にんてい

ＮＰＯ法人
ほうじん

やまぼうし 理事
り じ

 
くらしごと  支援員

しえんいん

 鴨田裕之
かもだひろゆき

 
 



サステイナブルとは、持続
じ ぞ く

可能
か の う

という意味
い み

です。これは、地球
ちきゅう

が私たち
わたし   

の住み続けられる
す  つ づ    

環境
かんきょう

であり続ける
  つ づ   

よ

うにという意味
い み

であると同時
ど う じ

に、私たち
わたし   

が息切れ
い き ぎ  

せずに取り組み続けられる
と  く  つ づ    

ことをしよう、という意味
い み

があり

ます」（池上
いけがみ

さん）（＠livingより引用
いんよう

） 
 

具体的
ぐたいてき

な 17の目標
もくひょう

は下表
か き

のとおり。 

 

外務省
がいむしょう

のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

には「2015
２０１５

年
ねん

９月
９ が つ

の国連
こくれん

サミット
さ み っ と

で採択
さいたく

された『
「

持続
じ ぞ く

可能
か の う

な開発
かいはつ

のための 2030

アジェンダ
あ じ ぇ ん だ

』
」

にて記載
き さ い

された 2016年
ねん

から 2030年
ねん

までの国際
こくさい

目標
もくひょう

です。 

 

~
～

中 略
ちゅうりゃく

～ SDGｓは発展
はってん

途上
とじょう

国
こく

のみならず、先進国
せんしんこく

自身
じ し ん

が取り組
と  く

むユニバーサル（普遍的
ふへんてき

）なものであり、

日本
に ほ ん

としても積極的
せっきょくてき

に取り組
と  く

んでいます」と紹介
しょうかい

されています。 
 

世の中
よ  な か

はこのような時代
じ だ い

に突入
とつにゅう

しているわけです

が、当法人
とうほうじん

はと言えば
い   

、6
６

月
がつ

24
２４

日
にち

総会
そうかい

が開催
かいさい

されまし

た。 
 

2022年
ねん

総会
そうかい

において承認
しょうにん

さ

れた『エンプロジェクト』

の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

についての

報告
ほうこく

がありました。これは

まさにサステイナブルな

法人
ほうじん

運営
うんえい

のための目標
もくひょう

と言
い

えますが、各チーム
かく      

で

話し合われた
はな   あ       

具体的
ぐたいてき

な行動
こうどう

目標
もくひょう

が６月
６ が つ

の総会
そうかい

で

発表
はっぴょう

されました

（左表）。 

 

 
 

地域
ち い き

で必要
ひつよう

とされる法人
ほうじん

として、多く
お お く

の皆
みな

さまに当法人
とうほうじん

の活動
かつどう

を知って
し   

いただけるよう活動
かつどう

に邁進
まいしん

していき

たいと思います
おも      

。そのためにも法人
ほうじん

職員
しょくいん

が一体
いったい

となって具体的
ぐたいてき

取り組み
と  く  

を実行
じっこう

し、掲げた
かか    

目標
もくひょう

を達成
たっせい

していき

たいと考えて
かんが   

おります。次回
じ か い

以降
い こ う

のやまぼうし通信
つうしん

では取り組み
と  く  

内容
ないよう

の詳細
しょうさい

について会員
かいいん

の皆様
みなさま

に報告
ほうこく

できる

と思
おも

います。 
 

 
 

定期
ていき

総会
そうかい

にて永年
えいねん

勤続
きんぞく

賞
しょう

の表 彰 式
ひょうしょうしき

を行いました
おこな       

。（勤続
きんぞく

10年
ねん

） 

♪ おめでとうございます ♪ 

 ののか 中田
な か た

あけみ げん 松川明彦
まつかわあきひこ

 くらさわ 山田
や ま だ

大樹
たいじゅ

 平山
ひらやま

台
だい

 原口
はらぐち

陽子
よ う こ

  

くらしごと 岩
いわ

﨑
さき

ともみ おちかわ屋
や

 根木山
ね ぎ や ま

和子
か ず こ

             敬称
けいしょう

略
りゃく

 

永
なが

きにわたり、やまぼうしにご 尽 力
  じんりょく

いただき感謝申し上げます
かんしゃもう  あげ      

。 
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学び成
長好循
環

学ぶ環
境（初任
者）

中堅層
を作る

利用者
満足度

人材教
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業務の
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管理者
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C6
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何でも聞
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の発行
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